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訊
言踊

叢

我

所

得

税

芝
普

遍

の

原

則

ズ

■

小

川

郷

太
.
郎

■

丁
.

緒
.

言

普
遍

の
.原

則

ε
は
総

て
の
人
が
租
税
を
負
持

せ
ね

ば
な
ら

蹴
こ
ε
を

い
ふ
.
絡

て

の
人

が
租
税

を
負

憺

せ
ね
ば

な
ら

の
ε

い
.却
は
租

税
主
膿

に
遺
漏

が
め

つ
て
は
な

ら

漁

こ
ε
を
意
味
す

る
、
故

に
普
遍

の
原

則
は
租
慌

し
就

て
.

特

権
階

級
を
認

め
な

い
こ
ε
に
蹄

着
す

る
。

普

遍

の
原

則

は
立

憲
国

の
思

想
に
能

く
適

っ
て
み

る
も

の
で
あ

る
、
今
日

の
立
憲

國

に
て
は
、
各

人

は
法

の
前

に
.於

て
卒
等

で
あ
り
、
法

の
定

む

る
所

に
依

っ
て
均

し
く
権
利
を
.有

し
て

み
る
、
均
・し
く

権
利
を
有
す

る
者

は
叉

論

鞭
哨
.
我
隣
酬得
税
彦、普
謄過
の
原
則

第
十
三
徐
一
(築
山ハ號

一
)

♪]入
三

一



・

論

叢

我
所
得
税
ε
普
遍
の
原
則

第
十
三
巻

〔第
六
號

二
)

七
八
四

均

し
く
義
務

を
負

は
ね
ば

な
ら

弧
、
是
が
故

に
各

人
は
租

税

に
關
す

る
義
務
も
亦
均

し
く
之
を
負

は
ね

ば
な
ら

漁

鐸
で

め
る
。

普

遍
の
原

則
は
総

て
の
税

に
亘

っ
て
適
用

せ
ら

れ

る
の
で
あ

る
が
、
殊

に
所

得
税

に
能

く
適

用

せ
ら

れ
る
も

の

で
あ

る
Q
蓋

し
所

得
税
は
枕

源
た
る

ベ
ポ
所

得

を
直
接

に
捕

捉

し
て
枕
す

る
も

の
で
あ

る
、
而

し
て
各
人
は
筍

く

「

・
も

生
活
し
て
居
る
以
上
は
殆

ん
ご
所

得
.を
宿

せ
な

い
も

の
は
無

い
の
で
あ

る
、
暴

れ
所
得

税
が
最
も
能

く
普

遍

の

原
則

に
適

て
は
ま

る
`
い
ふ
斯
以

で
あ

る
。

此

の
㌍

普
遍

の
原
則
　

い
へ
ば
総
・
の
人
は
所
得

を
有
す
る
限
り
所
得
撃

警

ね
ば
な
ら

ぬ
、
而
し
て

所
得
税
は
種

々
の
方
面
よ
り
流
れ
て
来

る
所
得
を
綜
合
し
て
税
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
所
得
そ
の
も
の
に
就
て

も

う

り

も

ロ

う

も

し

リ

マ

ヤ

ヤ

も
普
遍

の
原
則
が
適
用
ぜ
ら
μ
て
る
る
ざ
謂
ふ
こ
ε
が
出
来
る
.
此
の
如
く
し
て
所
得
税
は
租
税
生
騰

の
上

よ
り

踏
丁
い
・
卿
相
穂
鞠
胎
伽
卦
都

恥
か
い
・
蜘誌

⑳
肝
財
妙
齢
い
飴
い
洒
肘
ぜ
射
ゆ
ひ
い
分
e
傭
を
掌

か
尉
。

　

　

の

り

　

　

所
得
税
は
此
の
如
一
、
其
性
質
上
よ
り
し
て
、
普
遍

の
原
則
に
能
一
通
ふ
も
の
で
め
る
、
肇

我
國
の
所
得
税

富

蕗

謬

鐸

響

導

茅

が

鑓

・
ガ
・
之
を
研
究
す
る
の
が
本
篇
の
目
的
で
あ
る
。

弦
に
我
国
の
所
得
税
ε
い
ふ
鳳
、
主

ざ
し
て
内
地

に
行

は
れ
て
る
る
所
得
税

甲
摺
す
の
で
あ
る
が
、
又
同
特
に

所
謂
殖
民
地

に
行
は
れ
て
る
る
所
得
税
を
も
併
せ
考

へ
て
る
る
の
で
あ
る
。
.そ
こ
で
先
づ
内
地
所
得
税

ご
殖
民
地

所
得
税
ε
を
封
照
し
、
更

に
所
得
税
の
種
別
に
從
ひ
個
人
所
得
枕
ビ
法
人
所
得
税
ε
を
別
々
に
考
察
し
最
後
に
而

,



者

に
通
じ

て
普
遍

の
原
則

の
例
外

ε
な
る
も

の
を
吟
味

し
て
見

る
こ

ご

＼
す

る
。

第

一

所
得
　税
法
と
殖
民
地
の
所
得
税
令

「

我
國
の
現
行
既
往
稔
法
は
大
正
九
年
七
月
三
十

一
日
法
律
第
十

一
號
を
以
て
改
正
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

同
日
を
以
て
所
得
税
法
施
行

に
關
す
る
件
稜
律
第
+
二
號
)、
朝
鮮
所
得
税
令
(制
令
第
+
大
恥
)、
關
東
州
所
得
税
令

〔勅
令

二
百
二
+
七
號
)
、
樺
太
所
得
税
令
(勅
令
二
百
二
+
八
號
)
が
獲
布
せ
ら
れ
、
尋
て
叉
亟
淘
所
得
挑
合
(大
正
九
年
八
月
律
令
七
號
)

が
獲
布
せ
ら
れ
た
、
そ
れ
で
五
口
々
が
普
通
所
得
税
法
ε
呼
ん
で
み
る
も
の
は
、
内

地
に
行
は
れ
て
る
る
に
止
ま
り

て
殖
民
地
に
行
は
れ
て
る
な

い
(所
得
税
法
施
行
に
閲
す
ゐ
法
弟
】
條
)
、
殖
民
地
に
は
各
特
別
の
所
得
税
令
を
有
し
て
み
る

の
で
あ

る
。

蓋
し
朝
鮮
総
督

、
毫
灘
総
督
は
各
々
、
制
令
、
律
令
毎
獲
す

る
の
権
を
有
し
て
み
る
か
ら
之
に
依

っ
て
所
得
挽

令
を
撰
し
た
の
で
あ
b
、
關
東
州
樺
太
も
特
別
の
事
情
を
有
す
る
か
ら
勅
令
に
依

っ
て
所
得
税
令
を
獲
し
た
の
で

あ
ら
う
。

今
、
所
得
税
法
井

に
各
殖
民
地
の
所
得
税
令
を
比
較
し
て
見

る
に
、
其
内
容
は
互
に
能
く
似

て
居

な
が
、
只
根

本
的

に
建

っ
て
居

る
も
の
は
所
得
税

の
種
類
で
あ
る
。

琴

郷

欝

は
纂

の
例
を
聾

・
所
得
婁

一π

得

て
み
る
・
其
塑

種
所
得
誓

い
ふ
は
、
法
入
所

論

叢

我
所
得
税
建
普
遍
の
原
則

第

十
三
巻

(第
六
號

三
)

七
八
五

.

.
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論

叢

我
所
得
税
ε
普
遍
の
原
則
.

第
十
三
巻

('ん第
六
號

四
)

七
八
六

得
税

で
あ
り
、
其
第

二
種
所

得
税

ε

い
ふ
は
、
公
債
肚

債
銀
行

定
期

預
金

の
利
子

税

で
め
り
、

一
種

の
資
本

利
子

あ

も

視
ご
見
て
然
る

べ
き
も
の
で
あ
る
、
其
第
三
種
所
得
税
こ
い
ふ
は
、
所
謂
個
人
所
得
税
で
あ
る
。
此
く
し
て
現
行

争

も

、

W

・

・

b

、

、

、

、

、

、

、

、

、

・

、

、

、

、

、

、

噛

、

、

、

、

b

、

、

、

、

、

、

、

、

、

所
得
税
法

に
依
れ
ば
、
法
人
も
個
人
も
均
し
く
所
得
税
を
納
む
為
義
務
を
有
す
る
こ
ε
＼
な

っ
て
み
る
。

9

■

o

o

o

」

o

●

、

、

、

・

、

、

、

、

、

、

つ

b

つ

哨

㌧

、

、

、

、

、

、

、

℃

、

、

W

、

、

殖
民
地
所
得
税
令
を
見
る
に
、
所
得
税
法
ご
同
に
様

に
第

　
種
、
第
二
種
、
第
三
種
の
所
得
税
を
有
す
る
も
の

も

も

り

　

ヘ

へ

で

も

し

へ

も

コ

ち

り

へ

っ

ち

も

も

あ

あ

あ

ぬ

ヤ

も

へ

も

し

ヘ

ヘ

へ

も

あ

ヘ

へ

る

も

は
毫
濁

の
み
で
あ

る
。
朝
鮮

、
關
東

州
、
樺
太

に
至

っ

て
は

、
第

二
種

、
第
三
種

の
所

得
税
を
有

せ
な

い
で
、
唯

も

リ

へ

も

り

ヤ

　

も

も

も

も

し

へ

あ

も

第

}
種
所

得
税
を
有
す

る
の
み

で
あ

る
。
此

く
し
て
朝

鮮
、
關
東
州

、
樺

太

に
於

て
は
法
人

は
所
得

檎
を
縮

む
る

義

務
を
負

ふ
も
、
個
人
は
之
を
負

は

の
こ
ご

に
な
る
。

　

　

　

　

む

む

む

　

　

　

　

　

　

　

む

　

む

り

　

　

　

む

む

　

　

　

む

む

　

　

む

む

む

　

む

む

　

　

　

何
故
に
内
地
ご
壷
灘
ε
に
於
て
個
人
所
得
税
丼
に
第
二
種
所
得
椀
を
存
じ
て
、
朝
鮮
、
關
東
州
、
樺
太
に
之
を

　

む

　

　

　

存
せ
な
い
か
、
若
毛
掻
て
其
理
由
を
求
む
れ
ば
事
情
の
相
違

こ
い
ふ
の
外
な
か
ら
う
。

朝
鮮

に
就
て
個
人
所
得
税
を
起
さ
な
い
の
は
、
或
は
民
心

の
動
揺
を
恐
れ
て
み
る
の
か
も
知
れ
諏
、
蓋
し
個
人

所
得
税
を
課
せ
ん
`
せ
ば
、
沓
人
の
申
告

に
基

き
所
得
め
調
査
を
爲
さ
ね
ば
な
ら
ね
、
此
の
如
き
暗
告
や
調
査
を

強
制
す
れ
ば
、
朝
鮮
人
の
誤
解
を
招
く
こ
こ
ご
が
な

い
ε
も
限
ら
ぬ
、
叉
反
鼠
の
宜
簿

の
具
に
供
せ
ら
れ
鳳
ε
も

限
ら
露
、
是
れ
當
局
者
位
決
行
を
躊
躇
す

る
所
以
で
あ
ら
う
。

關
東
州

に
於
て
個
人
所
得
椀
を
起
さ
な

い
の
は
、
住
民
が
殆
ん
ざ
支
那
人
で
あ
る
の
に
因

る
の
で
あ
ら
う
、
蓋

し
支
那
人
は
日
本
の
國
籍
を
有
す

る
も
の
で
な
い
、
之
に
個
人
所
得
税
を
課
す
惹
は
酷
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
.

.



P

樺
太
に
於
て
個
人
所
得
税
を
起

さ
な

い
の
は
、
其
之
を
適
用
す

る
場
合
少
い
ε
い
ふ
に
因

乃
の
で
あ
ら
う
、
蓋

し
樺
太
に
は
荷
内
地
人
の
移
住
す
る
者
も
少
く
、
共
地

に
住
む
土
入
の
所
得
は
殆
ん
ご
見
る
に
足
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。

併
し
乍
ら
朝
鮮
や
關
東
州
や
樺
太
に
個
人
所
得
税
が
な

い
ε
す
れ
ば
、
内
地
人
は
脱
税
の
目
的
の
爲
め
に
共
地

に
住
居
を
轄
す

る
も
の
も
出
来
て
來
る
に
相
違
な

い
。
叉
之
を
官
吏
に
就
て
考

ふ
る
も
、
是
等
殖
民
地

に
職
を
奉

ず
る
者
は
内
地

に
住
居
す

る
者

ε
見
る
こ
ご
が
出
来
諏
か
ら
、
其
俸
給
に
謝
し
て
所
得
税
を
課
せ
ら
れ
な
い
こ
ε

に
な
ら
う
、
そ
れ
で
は
内
地

の
官
吏
が
其
俸
給
に
謝
し
て
重

い
所
得
視
を
継
て
み
る
に
比

べ
て
権
衡
が
取
れ
楓
こ
.

ε
」
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
朝
鮮
に
就
て
之
を
考
ふ
る
に
、
内
地
人
で
朝
鮮
に
住
居
し
て
み
る
者
に
撤
し
て
個
人

所
得
税
を
課
せ
な

い
の
ぽ
不
當
で
あ
る
が
、
朝
鮮
人
に
謝
し
て
値
入
所
得
税
を
課
せ
な

い
の
も
不
當
で
あ
る
ε
謂

は
ね
ば
な
ら
組
。
成
程
朝
鮮
人
に
個
人
所
得
税
を
課
す

れ
ば
、
多
少
朝
鮮
人
の
誤
解
を
買

ふ
か
も
知
れ
澱
が
、・
所

得

の
無

い
者

に
課
す
る
の
で
な
く
.
所
得

の
有
る
者
に
課
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
負
推
し
切
れ
ぬ
ε
い
ふ
鐸
で
も

な

炉
。
既
に
會
肚
を
設
立
し
て
み
る
者
に
は
法
人
所
得
税

ε
し
て
之
を
枕
し
て
み
る
以
上
は
會
肚
を
組
織
し
て
み

な
い
者
に
も
所
得
税
を
課

せ
ね
ば
な
ら
濾
課
で
め
る
。
叉
朝
鮮
の
財
政
よ
り
い
へ
ば
、
個
人
所
得
税
を
設
一
れ
ば
、

大
に
吸
入
を
増
す

こ
ざ
を
得
て
、
其
財
政
難
を
救
ふ
こ
ε
が
出
家
る
で
あ
ら
ヅ
。

之
を
要
す

る
に
、
内
地
ぎ
毫
轡
ビ

は
個
人
所
得
税
#

に
第

二
種
所
得
税
を
存

し
、
朝
鮮
、
關
東
州
、
樺
太
に
之

諮酬

叢

我
所
得
税
ご
重
日逗
の
百
卵則
「

第
十
一二巻

(築
山ハ
號

五
}

七
八
七



1

論

叢

我
所
得
税
ε
普
遍
の
原
則

第
十
三
巻

(第
六
號

六
)

老
入
八

を
存

せ
な

い
の
は
、
普
遍

の
原

則
に
反
し
非
常

に
不

公
準

の
結
果
を
生
す

る
こ
ご
に
な

る
ξ
謂

ふ

べ
き

で
め

る
、

第

二

個

入

所

得

税

偶
人
所
得
税
は
、
-前
述

べ
π
通
り
、
内
地
三
塁
濁
ε
に
於
て
之
を
存
す

る
の
み
で
あ
る
、
そ
こ
で
薮
鴬
は
、
主

ざ
し
て
内
地
に
於
け
る
個
人
所
得
挽

に
就
て
論
述
し
、
序

に
毫
淘
に
於
け
る
個
人
所
得
税

に
説
き
及
ぼ
す

こ
ε
Σ

し
、
旁

々
朝
鮮
、
關
東
州
、
樺
太
に
關
聯
し
て
、
其
間

に
如
何
な
る
不
権
衡
の
こ
ピ
を
生
す
る
か
を
明
に
し
て
見

.

.た

い
`
思
ふ
。

一

個
入
所
得
税
に
於
け
る
租
税
主
膿

の
普
遍

個
人
所
得
税
は
個
ん
が
納
む
る
も
の
で
あ
る
、
個
人
が
所
得
を
有
す
る
限
り
は
悉
一
納
税
の
義
務
を
負
ふ
課
で

み
る
。

我
憲
法
に
依
れ
ば
、
日
本
臣
民
は
法
律

の
定
む

る
所

に
依
b
納
税

の
義
務
を
有
す
ε
定
め
ら
れ
て
あ
る
、
故
に

　

　

　

ラ

所
得
税
も
所
得
税
法
に
依
り
日
本
臣
民
が
之
を
納
む

べ
き
で
あ
る
こ
ご
は
論
ず

る
泡
も
な
い
。
所

で
日
本
臣
民

ε

い
へ
ば
、
置
く
朝
鮮
毫
濁
閻
東
州
樺
太
等
の
所
謂
殖
民
地

の
住
民
を
包
括
せ
ね
ば
な
ら

激
の
で
あ
る
が
、
我
所
得む

税
法

は
内

地

に
限

り
施

行

し
て

み
る
か
ら

(空

拳

七
月
三
†
百

法
隼

二
慨
、
所
得
馨

の
施
行
。
關
す
る
塗

條
)
是
等
殖

即
弊

欝

は
我
所
得
税
法
に
依
っ
て
納
檎
の
義
務
を
負
ふ
も
の
で
な
い
こ
ε
に
な
っ
て
を

。
併
し
乍
ら
殖
民

■



■

.
地

の
土

人

で
あ

っ
て
も

、
我
内

地

に
住

ん
で

み
る
場

合
に
於
て
は
同
じ
く
日
本
国
民

で
あ

る
以
上

、
所

得
税
を
彿

　
　

む

は
ね
ば
な
ら

躍
。

こ
れ

は
當
然

の

こ
ε
で
あ

っ
て
、
、議
論

の
鯨
地

が
無

い
。

次

に
日

木
臣

民

ε

い

へ
ば
外
人
を
除

外
す

る
様

で
あ
る
、
併

し
国
際

交

通
の
自
由

な
る
今

日
の
世

の
中

に
於
て

は
、
多
く

の
外

人

が
入
り

来
り
内

地

で

資

産
を
有

し
叉
は
楼

業
を
寫
し

て
所
得

を
得

る
者
が

出

て
凍

る
、
之

に
劃

し
て
少

し
も
税
す

る

こ
ε
が
出
京
な

い

ξ

せ
ば

、
国

家
の
裸

視
椹

は
非
常

に
制

限
せ
ら
れ

る

こ
ご

玉
か
り

、
内
地

の
土
地

や
資
本

が
次

第

に
外
人

の
手

に

移

る
に
及

ん
で
租
税
吸
入

は
愈

々
減

じ

て
來

、
租
税

を
以

て
故
人

の
中
.恥
ε
す

る
こ
℃
が
出

来
な
く
な

る
で
あ
ら

う
。
是

が
故

に
外
人

に
劃

し
て
も
課
税

せ
ね
ば
な
ら

組
。

マ

ち

我
所
得
税
法
は
此
理
暴

き
、
日
本
臣
民
抛
る
こ
妄

以
て
、
納
税
義
務
を
定
む
る
條
俳
書

な
い
で
、
内
地

樫

學

罫

罫

ひ
審

塔

蕃

霧

姦

か
硲

罫

茗

穿

。
勢

本
法
施
行
地
住

所
若

妻

に

一
年

以
上
居
所

を
有
す

る
者

は
所

得
税
を
納
む

る
義
務

あ

る
も

の
こ
す

ご
定

め
て

み
る
の
で
め

る
(節

操

)、
此

規

定
に
依

っ
て
之
を
観

れ
ば
、
内
地

人
は
勿
論

の

こ

ε
で
め

る
が
、
殖

民
地

の
人
で
も

、
外
国
人

で
も

、
荷

く
も

マ

内
地
に
佳
所
を
有
し
叉
は

　
年
以
上
居
所
を
有
す

る
者
は
、
皆
所
得
視
を
納
め
ね
ば
な
ら

澱
の
で
あ
る
.
是
れ
内

へ

も

ロ

し

も

マ

あ

も

マ

る

ヘ

ヘ

へ

ぬ

へ

あ

ロ

つ

み

り

ち

マ

ゐ

へ

　

地
人
殖
民
地
人
外
人
に
射
し
普
遍
原
則
を
適
用

し
た
も
の
で
あ
る
。

の

り

　

り

　

こ
れ
は
内
地
所
得

税
に
就

て

い

へ
る
も

の
で
あ
る

が
、垂

瀦
所
得
税

に
就

て
も
同
様

に
論
ず

る
こ
ε
が
出

家
る
。

毫

淘
所

得
税
令
も
亦

、
皇

濁

に
住
所

を
有
し
叉

は

一
年

以
上
居
所
を
有
す

る
者

は
本

令

に
依

り
所

得
税

を
勧
む

る

論

叢

我
所
得
税
ε
普
遍
の
原
則

一

鶴
十
三
巻

(第
六
號

噛
.
七
)

七
八
九

'

▼



論

叢

我
所
得
税
岳

最

の
原
則

第
†
三
巻

・(第
六
雅

人
)

七
九
〇

義

務
あ

る
も
の

ε
す

嘘
定
め
て
あ

る
。
(第
「
條
)
是

が
故

に
毫
濁

人

は
勿
論

の

こ
芯
で
あ

る
が
、
内
地

人
た

る
ε
外

国
人
た

る
ε
朝
鮮

人
樺
太
人
關
東
州

入

た
る
ざ
を
問

は
す
、
荷

く
も
憂

鬱

に
住
居
す

る
者

は
毫
灘
所

得
税
を
納

め

ね
ば

な
ら

阻
、
暴
れ
亦
普
遍
原

則

の
適

用

ε
い
ふ

べ
ぎ

で
あ

る
。

二

内
地
住
居
者
に
男
す

る
個
人
所
得
税

、

内
地

に
住
所
を
有
し
又
は

一
年
以
上
居
所
を
有
す

る
者
は
内
地
所
得
婁

病

め
ね
ば
な
ら

諏
.こ
℃
は
前
述

ぶ
る

り

り

　

り

り

む

　

む

り

り

の

の

の

り

ゆ

ゆ

り

り

　

如
く
で
め
る
が
、
然
ら
ば
其
所
得
税
の
課
せ
ら
れ
る
べ
き
所
得
の
範
圓
如
何
ε

い
ふ
問
題
が
起

る
。

所
得
税
が

雇

所
得
税
で
あ
る
以
上
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
来
る
べ
き
所
以
を
綜
合
し
て
之
に
税
せ
ね
ば
な

　

む

　

　

　

ら
ぬ
、
故

に
個
人
所
得
税
も
綜
合
所
得
税
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
帥
ち
個
人
駈
得
税
は
.
俸
給
給
料
歳
費
恩
給
退

隠
料
、
田
畑
所
得
、
山
林
伐
採
所
得
、
賞
典
金
配
當
金
管
業
風
得

、
其
他
の
所
得
を
綜
合
し
た
も

の
に
税
す
る
こ

ざ
に
な
る
。
公
債
肚
債
銀
行
定
期
預
金
の
利
子
誓
は
第
二
種
所
得
税

ε
し
て
徴
牧
せ
ら
れ
、
他
の
個
人
所
得
ビ
綜

合
し
て
課
せ
ら
れ
な

い
け
れ
こ
も
、
個
人
が
此
所
得
を
有
す
る
限

り
視

せ
ら
れ
る
こ
ξ
は
税
せ
ら
れ

る

の

で

あ

乃
。
故

に
所
得
税
の
客
騰

か
ら

い
へ
ば
、
大
膿

に
於
て
普
遍
原
則
が
行
は
れ
て
る
る
芭
い
ふ
こ
ε
が
出
來
る
。

此
の
如
一
個
入
所
得
税
を
課
す

べ
き
所
得
は
、
あ
ら
ゆ
.る
方
面
よ
り
入
b
乗
る
所
得

で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
其
所

禦

所
得
税
荒

行
地
　

人
集

る
も
の
は
勿
論
で
あ
る
が
・
欝

嬰

察

撃

ギ

暴

評

『

難
こ

も
例
外

こ
す

べ
き
で
な

い
。
所
得

は
殖
民
臨地
叉
は
外
国
よ
り
入

っ
て
凍
て
も
、
所
得
た
る
に
相
違
な

く
、
從
て
其

人
ピ
離
す

こ
ご
が
出
家
楓
、
而
し
て
其
所
得
は
其
人
の
捲
視
力
を
形
く

っ
て
み
る
の
で
あ
る
、
散
に
是
等
の
所
得



、

.

に
饗
し
て
も
個
人
所
得
税
を
課
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
足
れ
亦
普
遍
原
則
滴
用
の
當
然
の
締
結
で
あ
る
。

所
が
我
所
得
税
法
に
依
れ
ば
、
日
本
の
国
籍
を
有
せ
ざ
る
者
の
本
法
施
行
地
外
に
於
け
る
資
産
、
管
渠
叉
は
職

へ

も

業

よ
り
生
す

る
所

得

に
勤

し
て
は
、
個
人
所

得
税
を
課

せ
な

い
こ
ε

＼
な

っ
て
み
る
(策
+
入
條
六
號
)。
そ
れ

で
外

國

り

つ

も

セ

も

た

ヤ

も

じ

あ

わ

ヵ

ほ

セ

ヘ

ロ

マ

ヘ

ヘ

や

し

し

ゅ

ぬ

ヤ

も

へ

も

や

も

セ

つ

カ

カ

も

へ

も

も

ヘ

へ

り

あ

へ

人
が
外
囲
若
く
は
朝
鮮
毫
淘
樺
太
關
束
州
等
に
於
て
資
産
若

く
は
管
楽
よ
り
所
得
を
得
て
居

っ
て
も
之
に
所
得
税

も

　

ヤ

ヤ

ヵ

ゐ

も

も

モ

ヘ

へ

も

ら

ヤ

も

も

を

ヤ

セ

ヘ

や

ち

ぼ

れ

ヘ

へ

し

あ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

あ

へ

や

ヘ

カ

ヒ

を
課
す

る
こ
蓬
が
出
楽
な

い
。
只
内
地
人
や
殖
民
地
人
が
、
外
國
着
く
は
殖
民
地

に
於
け
る
資
産
、
特
業
火
は
職

も

マ

も

や

ヤ

ヤ

も

ド
へ

も

あ

へ

ち

ヨ

あ

み

ヤ

ヘ

マ

あ

レ

も

も

も

し

　

業
よ
り
所
得
を
得
て
み
る
場
合

に
は
之
を
税
す
る
こ
ご
が
出
來

る
。

以
上
述

ぶ
る
が
如
く
外
囲
ス
は
殖
民
地

よ
り
得

べ
き
所
得

に
就
て
は
、
外
人
を
免
枕
し
内
地
人
ε
殖
民
地
人
ε

り

め

　

り

　

を
免
税
せ
の
こ
ピ
蓬
な

っ
て
み
る
が
、
毫
灘
の
土
人
に
就
て
は
藪
に

一
吉
せ
ね
ば
な
ら

澱
こ
ぜ
が
あ
る
b
士塁
灘
の

土
人
に
し
て
も
内
地

に
住
ん
で
み
る
以
上
は
、
其
毫
湾

に
於
け
る
資
産
、
警
業
ス
は
職
業
よ
り
生
す

る
所
得
に
謝

し
て
は
内
地
の
所
得
税
を
彿
は
ね
ば
な
ら

漁
繹
で
あ
る
、
所
が
墓
、灘
の
土
人
の
中
に
は
、
未

だ
我
国
籍
を
有
せ
ざ

る
者
獲
て
外
人

ご
看
做

さ
れ
る
者
が
あ
る
、
是
等
の
人
が
内
地
に
住
み
毫
濁
に
於
け
る
資
産
、
鞍
業
叉
は
職
業
よ

り
所
得
を
得
て
居

る
場
合
に
は
、
前
述
の
規
定
に
依
れ
ば
、
所
得
挽
を
発
す
る
こ
ご
》
な
ら
ね
ば
な
ら

諏
が
、
是

等

の
人
は
多
く
我
國
が
毫
湾
を
領
有
し
π
當
時
、
偶
々
彼
地

に
居
ら
な
.か

っ
だ
爲
め
我
国
籍
を
有
す

る
に
至
ら
な

か
つ
陀
に
過
ぎ
阻
。
之
を
當
特
彼
地
に
居

っ
て
我
国
籍

を
得
た
者
ピ
匠
別
し
、
此

に
挽
し
彼

に
税
せ
な

い
ε
す
る

は
、
公
子
で
な
い
、
故

に
裁
決
は
之
に
も
祝
す

る
こ
ε
㌧
し
て
居
る
(大
正
九
年
七
月
所
得
税
法
の
施
行
に
關
す
ろ
件
四
條
)。

　

　

　

り

　

　

り

　

　

　

の

　

　

の

　

　

　

　

り

り

り

次
に
問
題
ご
な
る
は
、
公
債
肚
債
銀
行
定
期
預
金
等
の
利
子

に
蜀
す

る
所
得
枕
に
關
す
る
こ
こ
で
あ
る
、
是
等
の

利
子
が
内
地
に
於
て
彿
は
れ
る
限
り
、
第
二
種
所
得
税
を
課
せ
ら
れ
個
人
所
得
に
綜
合
し
て
税
せ
ら
れ
諏
こ
ε
は

論

叢

我
所
得
醗
ご
普
遍
の
原
則

第
十
三
巻

〔第
六
號

九
)

七
九
一

・



論

叢

我
所
得
税
ご
普

遍
の
原
則

第
十
三
巻

〔第
六
號

「
O
)

七
九

二

・

も

マ

モ

エ

マ

セ

ヨ

へ

し

ち

も

も

ヘ

マ

ヘ

セ

ヵ

つ

ヘ

マ

あ

や

ヤ

ヤ

ら

モ

コ

ヘ

へ

前

述

べ
た

通
り
で
あ

る
が
馬

是
等

の
利
子

が
外

囲
叉
は

朝
鮮

、
關
東
州

、
.樺
太

に
於

て
支

携

は
る
る
ε
き
は
、
之

も

あ

へ

も

や

を

も

も

マ

リ

も

ヘ

モ

ヘ

マ

へ

ゐ

エ

も

ヘ

へ

も

し

ヵ

め

マ

へ

　

ヘ

ヤ

サ

ヰ

う

ア

ぬ

の

も

ろ

み

り

も

の

を
第
二
種
所
得
税
ε
し
て
徴
す

る
諜
に
行

か
ぬ
、
之
を
第
三
樫
所
得
に
綜
合
し
て
個
人
既
得
枕
を
課

せ
ら
れ
る
こ

カ

も

カ

ゐ

　

　

ミ

へ

も

も

へ

も

も

ε

に
な

る
の
で
あ

る

(所
得
税
法
第
+
四
條
一
號
}
。
所

が
塁

濁

だ
け
は
例

外

ご
な

っ
て
み
る
。
即

ち
内
地

に
住

す

る
者

つ

も

コ

ロ

も

コ

ち

り

も

も

も

も

モ

も

も

も

セ

　

　

も

　

マ

　

　

ち

も

ヵ

へ

　

ち

セ

も

も

し

ヘ

ヤ

の

カ

ビ

も

モ

が
壷
灘

に
於
て
公
債
肚
債
、
銀
行
定
期
預
金
の
利
子
支
携
を
受
く
る
《」
き
は
、
毫
灘
に
於
て
第
二
種
所
得
挽
を
交

し

ヤ

も

ら

り

も

セ

ヤ

も

へ

彿

ふ
こ
ε

＼
な

っ
て

み
る

(里
勝
所
得
税
令
第
三
條
)。

而
し

て
我
所
得
税

法
は
第

二
種
所
得

税
を
納

め
た

る
も

の
に
は

之

を
第
三
種
所

得

に
綜

合
し
て
課

税

せ
な

い
こ
ε
を
主
義

ご
し
て

み
る

か
ら
、
墓

灘

に
於

て
得

べ
き
第

二
種
所

得

に
就
て
は
内
地

に
於
て
視
せ

楓
こ
ε

、
な

っ
て

み
る
〔所
得
税
の
施
行
に
關
す
ろ
渋
第
六
條
)。

此
く

の
如
く
.し
て
憂
灘

ご
他

の
殖
民
地

ε
の
間

に
於

て
は
非
常

に
異

っ
た
結

果
を

生

す

る

こ

ご

＼
な

っ
て
み

る
、
是

れ

は
當
を
得

陀
も

の

ε
謂

ふ
こ
ε
が
出

来
な

い
。
.
.

、

,

、

富
一

外

國
#

に
殖
民
地

の
住

居
者

に
.封
ず

る
個
人
所
得
税

前
述

べ
た
所

は
内
地

人
、
外
國

人
、
殖

民
地
人
が
内

地

に
住
居

す

る
場
合

に
就
て
観
察

し
た

の
で
あ

る
が
、
是

等

の
人
が
内
地

に
住
所

を
有

せ
す

叉
は

一
年
以
上
居
続

を

有

し
て
み
な

い
場
合

に
は
、
裸
視
す

べ
き

か
、
否

か
、
.

若

し
課

税
す

る

一し
す

れ
ば
幾

何
の
程
度
に
於

て
之
を
爲

す

べ
き
か
ε

い
ふ
問
題

が
起

て
来

る
。

む

　

　

む

　

　

　

ゆ

　

む

　

む

む

　

　

り

内
地
人
、
殖
民
地
人
、
外
囲
人
が
、
殖
民
地
若
く
は
外
國
に
住
み
、
其
殖
民
地
若
く
は
外
囲
に
於
て
所
得
を
得

む

む

む

む

ゆ

て
居
る
場
合
に
は
、
之
に
内
地

の
所
得
税
を
課
す

べ
き
で
な

い
、
此
の
如

き
場
合
に
於
て
、
外
囲
に
住
む
外
囲
人

に
射
し
て
は
我
枕
椹
が
及
ば
兎
か
ら
、
殆
ご
問
題
巴
な
ら
阻
。
内
地
人
や
我
殖
民
地
人
が
外
国
に
住
む
ざ
し
て
も

そ
れ
に
は
外
囲
の
勝
得
視
注
が
臨
む
で
あ
ら
う
七
、
殖
民
地
.に
住
む
者
に
謝
し
て
は
、
殖
民
地

の
所
得
税
令
が
之



O

ρ

.

に
臨
む
で
あ
ら
う
か
ら
、
之
に
内
地
所
得
税
を
課
す
れ
ば
二
重
税
ε
な
る
。
暴
れ
此
場
合

に
内
地
所
得
税
を
課
せ

な

い
所
以
で
あ
.る
。

ロ

　

む

い

　

ロ

む

む

む

　

む

む

サ

次

に
内
地
人
、
外

人
、
殖

民
地

人

が
、
殖
民

地
若

く
は
外

國

に
住
居

し
乍
ら

我
国
内
地

よ
b
所
得

を
得

る
場

合

に
於

て
は
、
内
地

の
所
得

税
を
課

す
●べ
き
で
あ
る
、
若

し
内
地

の
所
得

税

を
課

せ
な

い
ご
す

れ
ば

、
富
豪

は
内

地

に
於
て
人
な

る
所
得

を
得

て
み
る
に
拘
ら
す

、
住
居

を
殖
民
地

若
く
は
外

囲

に
移

し

て
脱
税

を
圖

る
こ
ε

＼
な
ら

う
、

そ
れ
は
許
す

べ
か
ら
ざ

る

こ
,し
で
め
る
。

加
之

、
外
國
叉

は
殖
民
地

に
住

居

し

て
み
て
も
内
地

で
所
得
を
得

て
居

る
以
上
、
之

に
祝
す

る
は
領

土
主
権

の
作
用

で

め

つ
て
、
當

然
の

こ
ε
Σ
謂

は
ね
ば

な
ら

強
。

我
所
得
税

法
も
此

の
如

き
場

合
に
於

て
は
、
一内
地

よ
り
得

べ
き
所
得

の
限
度

に
於

て
祝
す

る
こ

ε
」
し
て

み
る
、

即

ち
我
所
得

税
法

は
、
内
地

に
住
所

を
有
せ
ざ

る
音

叉
は

　
牢

獄

上
居
所

を
有

せ
ざ

る
者

、
左

の
各
號

の

一
に
該

當
す

る

五
き
は
共
所
得

に
就

て
の
み
所
得
税
を
納
む

る
義
務

あ

り
も

の
ざ
す
蓬
定

め
て
み
る
。

(所
得
税
法
第
二
條
)

1
、
水
渋
施
行
地
に
資
産
叉
に
螢
叢
々
有
す
ろ
芒
き

2
、
本
法
施
行
地
に
於
て
公
債
、
世
情
、
銀
行
定
期
預
金
叉
ば
定
期
預
金
の
性
質
為
有
す
る
銀
行
預
金
の
利
子
支
挑
心
曳
く
る
ε
き

B
、
水
滴
施
行
地
に
本
店
叉
に
主
た
ろ
事
務
所
た
有
す
る
法
人
よ
り
利
益
若
は
利
息
の
配
當
、
剰
鎗
金
の
分
配
叉
ば
利
益
若
ば
剰
饒
金
の
毘
分
九
ろ

賞
典
若
は
賞
典
の
俄
質
海
布
す
み
給
異
な
憂
く
ろ
ぐ」昔

　

　

り

　

む

　

ワ

　

　

　

此
規
定
の
中
第
二
第
三
は
所
謂
第
二
種
所
得
税
を
形
く
る
も
の
で
あ

っ
て
、
公
債

の
利
子
に
鶉
し
て
は
百
分
四

コ

肚
債
銀
行
定
期
預
金
の
利
子

に
封
し
て
は

百
分
の
五
、

配
當
金
賞
真
金
に
劃
し
て
は
百
分
の
七
.
五
を
課
す
る
の

で
あ
る
。
各
其
利
子
や
配
當
金
賞
與
金
を
支
揚

ふ
者

よ
り
之
を
徴
収
す

る
の
で
あ
る
、
故

に
源
泉
裸
視
ε
い
は
ね

論

叢

裁
断
得
税
ピ
亜
目涙
の
原
則

第
十
三
巻

(第
六
號

一
一
)

七
九
三

＼.

.

㌔

」



駐

.

'

論

叢

我
所
得
税

芝
並
E
遍
の
原
則

第
†
一二
巻

(築
山ハ
號

一
一
一)

七
九
四

コ

む

む

　

の

か

り

り

ゆ

サ

リ

ゆ

.

ば
な
ら

灘
。
濁

り
資
産
又
は
襲
業
よ
り
得

る
所
得
に
至

っ
て
は
所
謂
第
三
種
所
得
税
ε
し
て
累
推
挽
牽
が
適
用
せ

ら
れ
る
こ
ε
に
な
る
、
素
よ
b
之
を
殖
民
地
若
く
は
外
囲
よ
b
得

べ
き
所
得
ご
綜
合
し
て
課
す

る
こ
`
は
無

い
け
.
.

れ
こ
も
内
地

に
存
す
る
資
鹿
又
は
替
業
よ
り
生
す

る
所
得
は
之
を
綜
合
し
て
課
税
す

べ
き
で
あ
る
、
是
が
故

に
我

国

の
富
豪
が
多
く
の
不
動
潔
や
軽
業
所
を
内
地

に
有
し
乍
ら
住
居
を
朝
鮮
等
に
移
す
も
、
是
等

の
不
動
産
や
桜
業

所

よ
り
生
す

る
所
得

に
關
し
て
は
.、
何
等
脱
税
す
る
こ
ご
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
議
論
は
我
殖
民
地
住
民
に
就
て
い
へ
ば
、
朝
鮮
、
關
東
州
、
樺
太
に
住
す

る
人
起
適
て
は
ま
る
の
で
め

る
、
申量
溝

の
杜
貼民
に
は
適
て
は
め
る
こ
ε
が
出
来
澱
。

四

豪

溝
の
住
居
者

に
劃
す

る
個
人
所
得
税

藝
濁
に
住
す

る
者
ヌ
は
憂
淘
に

【
年
以
上
居
所
を
有
す
る
者
は
藁
濁
所
得
税
令
に
依
り
第

二
種
第
三
種
所
得
税

む

　

む

　

　

ロ

　

り

　

　

　

む

　

を
挑
.は
ね
ば
な
ら
灘
、
即
ち
憂
淘
に
住
す
る
看
が
共
地
に
於
て
所
得
を
得

る
ε
き
は
個
人
所
得
税
を
拙
は
ね
ば
な

　

む

　

　

　

　

　

　

う

む

む

む

　

ほ

　

む

　

　

　

　

む

む

こ

ら
源
が
、
同
時
に
.
叉
共
地

に
於
て
支
佛
は
る
ン
公
債
肚
演
銀
勧
定
期
預

訟
の
利
子
に
謝
し
て
は
第
二
種
所
得
椀

を
佛
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
璽
溝
所
得
税
令
=一條
)
。
暴
れ
朝
鮮
、
關
東
州

、
樺
太
に
住
す
る
者
が
其
他

に
於
て
得

べ
き
所

得

に
封
し
て
個
入
所
借
税
を
納

め
す
「

共
地
に
於
て
支
佛
は
る
べ
き
公
債
肚
債
銀
行
定
期
預
金
の
利
子

に
射
し
て

第
二
種
所
得
税
を
納

め
ざ
る
に
比
し
非
常
に
相
違

の
あ
る
黙
で
あ

る
。

む

　

む

ロ

リ

　

　

む

む

　

む

　

ロ

　

サ

む

　

　

の

つ

む

む

　

　

　

む

　

　

む

む

次

に
塁
淘

に
住
す
る
人
が
、
内
地

に
資
産
叉
は
管
業
を
有
し
、
そ
れ
よ
b
所
得
を
得

る
場
合
井
に
内
地
法
人
よ

む

む

っ

つ

む

む

ゆ

つ

コ
む

　

　

む

つ

ロ

b
配
當
金
賞
與
金
を
受
く
る
ε
き
は
、
内
地
所
得
税
法
第
二
僚
に
怯

っ
て
課
税
せ
ら

れ
る
鐸
で
あ

る
が
、
併
し
此



く

て
は
毫

灘
所
得
税

ご
漁胱
合
す

る
こ
ご
に
な

る
月
雪塗
濁

研
…得
税
も
綜
合

課
税
に

な

っ
て
み

る
か
ら

、
内
地

よ
り
得

べ
き
所
得

は
毫

轡

に
於

て
得

べ
き
所
得

ご
綜
合

し
て

之

に
祝
す

る
こ
ご

玉
な

る
か
ら

で
あ

る
。

そ

こ
で
此

場
合

に

は
内
地
所

得
税
を
課

せ
諏
こ
ビ

N
し
て
あ

る
、
(所
得
税
法
の
施
行
に
聞
す
ろ
法
弟
五
條
)

も

ら

ヘ

ヘ

セ

を

カ

へ

も

や

ち

ち

う

も

ヘ

へ

も

モ

ら

た

も

へ

も

カ

も

以
上
論
ず

る
所
に
依

っ
て
之
を
観
れ

ば
、
墓
濁
ε
内
地
ε
の
間

に
於
て
は
、
宛
然

　
の
法
域
.内

に
あ
る
が
如
く

う

り

や

ち

へ

も

へ

な

て

モ

や

ゆ

も

も

ヨ

も

う

あ

し

ら

ヒ

へ

っ

マ

ヵ

マ

ヘ

ヘ

マ

マ

ヘ

ヘ

ヤ

マ

其

何
れ

の
地

に
あ
る
を
問

は
す
、
共
地

に
於

て
綜
A
・
所
得
税

を
支

赫
ふ

こ
オ
に
な

っ
て
み

る
。
但

し
豪

濁
個
人
所

得
税

は
内

地
個
人
所
得
税

よ
り
も

一
階

段
だ
け
視

準

を
低
う

し
て

る
る
、即

ち
後
者

が
百

分
の
○

・五

よ
り
百
分

の

、三

十
六
迄
累
進

せ
し

め
て
み

る
に
反

し
、
前
者

は
百

分
の
○

・
二
五
よ
り
百

分

の
三
十
三
迄
累
進

せ
し
む

る
に
止

め
て
み
る
。
此

の
如

き
相

違

を
持

へ
た

の
は
、

何
の

理
由

か
解
す

る
こ
ご
が
出
來

鎗
。
或

は
壷

潜

の
富

の
度
が
内

地

よ
り
も
低

い
ε

い
ふ
理
由

に
因

っ
た

も
の
か
も
知

れ

澱
が
、

そ
れ

に
し

て
は

、
只

一
階

段
だ
け

低
う

し
た

る
理

由

を
明

に
す

る

こ
ご
が
出

来

漁
。

併

し
枕
率

が
低
け

れ
ば
毫
潟

に
住
所

を
聴

じ

て
真

庭
で
所

得
税
を
梯

ふ
方
が
視

を
軽

く
す

る
こ
ε
が
出
來

る
、
そ

こ
で
逋
税

の
爲

め

に
住
居
を
聴

す
る
も

の
が
出

来
は
す

ま

い
か
ご
危

ま
ざ

る
を

得

な

い
の
で
あ

る
。

併

し
乍
ら
憂
灘

に
は
、
兎

に
も
角

に
も
、
個

人
所

得
税
が

あ
る

の
で
あ

る
が
、
他

の
殖
民
地

に
於

て
は
之
を
鉄

い
で
居

る
、
故

に
同
じ
く
殖
民
地

ご

い
ふ
も
、
其
所

得
税

の
負
擢

は
墓

灘

ご
他

の
殖

民
地

ご
の
間

に
大

な

る
径

庭

が
あ

る
ξ
謂

は
ね
ば
な
ら

沁
。

塾剛

叢

我
所
得
税
ピ
曲
目遍
の
原
則

蜷叩†
H二巻

(築
山ハ號

「
一二
)

七
九
五

・

「



論

叢

我
所
得
税
ε
善
癌
の
原
則

・第

三

法

人

所

得

税

儀
即由-
三
血¢

(粗夘
⊥ハ
羅
…

一
四
[)

七
九

占ハ

我
.國
の
所
得
税
に
就
て
論
議
す

る
前

に
根
本
論
ε
し
て
、
法
人
が
所
得
税
を
彿
ふ
義
務
め
る
こ
ε
を
明
に
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
藪
に
論
ず

べ
き
は
特
利
法
人
で
あ

る
。

一

法
人
の
納
税
義
務

瞥
利
法
人
は
利
を
瞥
む
こ
ε
を
目
的

ε
し
て
み
る
、
利
を
警
む
以
上
は
所
得
を
得

る
こ
ε
を
常

ξ
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
既

に
所
得
を
得
る
以
上
は
、
其
庭

に
捲
税
力
が
あ
る
課
で
あ
る
、
捲
枕
力
が
あ
る
か
ら
に
は
、
之
に
視
せ
ね
ば

な
ら

濾
、
是
が
故
に
瞥
利
法
人
は
自
然
人
ε
同
様
に
所
得
挽
を
課
す

べ
き
で
あ
る
。

此
理
論
は
普
遍
の
原
則
の
當
然
の
適
用
で
あ

っ
て
、
殆
ん
ご
疑

の
鯨
地
が
無

い
、
所
が
學
者
に
依
れ
ば
法
人
課

　

む

椀

に
反
劃
す

る
も

の
が
あ

る
、
其
理
由

ε
ず

る
所

は

、
法
人

は
個

人
が
利
を
螢
む
爲

め
に
組
織

し
た
も

の
に
過
ぎ

鳳
、
故

に
個
人

に
挽
す

れ
ば
足

っ
て
み

る
、
法
人

に
迄

税
す

べ
き
で
な

い
ざ
言

ふ
の
で
あ
る
。

此
理
論

よ
り
出

て
行
く

ξ
、
個
人

が
法
人
よ

り
受

く

る
配
當

に
課
税
す

る
こ
ε
に
な

る
、
所

が
配
賞
金

を
受

け
た

る
場
合

に

一
々
之
を
捕
捉
す

る

こ
ご
は

、
裸
視

技
術

上
容
易

で
な

い
、
配

當
せ
な

い
前
即
ち

法
人

に
就
て
枕
す

る

ヘ

ヘ

カ

あ

ヵ

リ

へ

も

も

ゐ

へ

ち

マ

ヤ

し

も

も

も

ヘ

へ

も

も

リ

マ

し

セ

　

カ

も

ロ

し

ム

こ
ピ
は
容
易
で
あ
る
、
そ
こ
で
個
人
の
配
當
金
に
課
す

る
代
ら
に
便
宜
課
税
法
ε
し
て
法
人
に
課
す

べ
し
亡
い
ふ

ぬ

た

も

も

も

あ

ヘ

ヨ

ロ

　

り

　

議
論
が
出
て
來

る
、
法
人
所
得
に
課
す

る
は
、
配
當
金
の
源
泉
に
湖
め
て
税
す

る
の
で
あ
る
か
ら
之
を
源
泉
課
税

の



む

む

方

法

ε
い
ふ
の
で
あ
る
。

比

論
を
煎

じ
詰

め
る
ε
、
肚

員
若
く
ば
株
主

に
税
す

れ
ば
法
人

に
課
す

る
要

が
な
く
法
人

に
祝

す
れ
ば
肚
員

若

く
ば
株
士
山
に
課

す

る
要

が
な

い
ご

い
ふ
こ
ε
に
な

る
G

此

説
に
謝
し
て

は
第

↓
に
法
人

に
課
す

べ
き

で
な

い
ε

い

ふ
根
本
論

ピ
、
源

泉
課
税
論

ε
を
分
ち

て
駁
撃

せ
ね

ば

な
ら

楓
。　

　

　

む

む

　

第

一
、
法
人
不
裸

視
諭

に
就

て
考

ふ
る
に
、
論
者

の
吉

ふ
が
如

く
、
肚

員
若
く

は
株
主

は
瞥
利

の
目
的

を
達

せ

ん
が
爲

め

に
、
法
人
を
設
立
す

る

に
相
違

な

い
が
、
併

し
法
人
が
成
立

し

だ
る
以
上
は

法
人

ご
肚

員
若

く
は
株

主

は
異

り
た

る
人
格
者

ε
な

る
の
で
め
る
、
肚
員
若
く

は
株
主

が
税

せ
ら
西

た
ざ
て
、
法
人

が
発
視

せ
ら
れ

る
理

由

ε
は
な
ら

皿
、
然
ら

ざ

れ
ば
普

遍
原
則
は

意
義

の
な

い
も

の

巴
な

っ
て
仕

舞

ふ
。

、

　

　

　

む

む

む

第
二
に
源
泉
課
税
論
に
就
て
考

ふ
る
に
、
源
泉
課
枕
が
個
人
に
課
す
る

一
便
宜
法
で
あ
る
ε
い
ふ
論
理
を
探
れ

ば
肚
員
若
く
は
株
主

に
配
當
せ
ら

る
べ
き
額
に
限

っ
て
視
せ
ね
ば
な
ら
諏
、
然
る
・に
法
人
の
所
得
は
配
當
に
充
て

ら
れ
る
べ
き
部
分
に
止
ま
ら
な

い
で
、
多
く
は
其
外
に
積
立
金
に
充
て
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
或

は
又
直
ち
に
事

業
の
振
張
費
に
充
て
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
然
る
に
是
等
の
積
立
金
叉
は
事
業
の
櫨
張
盛
に
充

て
ら
る
べ
き
資
金

も
其
法
人
の
鞍
利
の
結
果
で
獲
得
し
た
も
の
↑
あ
る
ご
す
れ
ば
、
配
當
に
充

つ
べ
き
額
ε
同
様

に
視
せ
ね
ば
な
ら

も

も

ミ

も

う

も

ヘ

へ

ち

ヘ

モ

も

カ

あ

も

ミ

へ

も

も

レ

も

ぬ
そ
こ
で
法
人

の
所

得

に
勒

し
て
は
其

全
禮

に
税

せ
ね

ば
な
ら

ぬ
こ
ε
に
な

る
、
法
人

の
所
得

全
髄

に
税
す

る

ご

論

叢

我
所
得
税
ε
普
遍
の
原
則

第
+
三
巻

(第
六
號

霊

)

七
九
七
～

、

.



論

叢

我
所
得
税
善

濾
の
原
則

第
+
三
巻

(第
⊥
ハ
號

一
さ

七
突

.

い
ふ
こ
ε
ば
個
人
の
受
く
る
配
當
金
に
税
す
る
こ
ε
で
は
な

い
、
両
者
は
其
幅

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
、
故

に

一
を
以
て
他
に
代

へ
る
こ
ご
は
田
楽
な

い
。

此
く
論
ず
れ
ば
、
論
者
或
は
辯
じ
て
、
浜
人
の
所
得

蓬
配
賞
す

べ
き
額
ε
は
同
じ
く
あ
る
ま
い
け
れ
ザ、
も
、
配

當
す

べ
き
額

に
就
て
は
、
源
泉
課
税
方
法
に
依

っ
て
便
宜
上
之
を
捕
捉
す

べ
き
で
あ
る
ε
盲
ふ
で
ゐ
ら
う
、
威
で

此
辯
解
は
根
本

に
於
て
法
人
課
税
を
是
認
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
配
賞
す

べ
き
額

に
就
て
の
み
個
人
に
裸
視
す

べ

き

こ
芭
を
論
ず
る
に
過
ぎ
楓
。

併
し
乍
射
更

に
進

ん
で
考
ふ
る
に
、
法
人
が
配
賞
す

べ
き
所
得
額
な
る
も
の
は
.
必
ず
し
も
法
人
所
得
税
の
薦

め
に
減
す

る
も
の
で
な

い
.
法
人
は
法
人
所
得
税
を
も

∵
の
螢
業
費
ご
し
て
計
算
す
る
で
め
ら
う
、
而
し
て
法
人

の
基
礎

の
固

い
も
の
は
、
年
々
配
當
率
を
落

さ
な
い
様

に
努
め
る
か
ら
、
法
人
所
得
税
が
課

せ
ら
る

、
ε
き
も
課

せ
ら
れ
な

い
ε
き
も
同
じ
様

に
配
當
を
な
す

こ
ε
、
な
ら
う
、
さ
う
す
る
ε
、
所
謂
源
泉
課
挽
方
法
に
依

湛
ば
肚

員
若
く
は
株
主
は
少
し
も
税
せ
ら
れ
な

い
結
果
巴
な
る
鐸
で
あ
る
。

假
に

一
歩
を
譲
り
此
の
如
き
場
合
に
於
て
法
人
に
課
し
た

る
所
得
税
だ
け
配
當
率
が
落
ち
π
ε
す
れ
ば
、
】
見
、

値
入
に
課
す
る
代
り
に
便
宜
上
、
法
人
に
課

し
た
ε
音

へ
る
様
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
で
も
個
人
の
措
視
力
に
慮
じ

て
課
税
す

る
こ
ご
＼
な
ち
諏
か
ら
宜
き
を
得
だ
も
の
で
な
い
、
蓋
し
個
人
の
擢
税
力
に
慮
す
る
課
挽
を
爲
さ
ん
ξ

せ
ぱ
各
肚
員
若
く
は
各
株
主
が
受
く

べ
き
配
當
額
σ
大
小
を
標
準
ξ
せ
ね
ば
な
ら
隠
、
輩
に
法
人
の
配
當
す

べ
き

、

.



総
額
の
大
小
を
標
準
ε
す

べ
き
で
な
じ
。

之
を
要
す
る
に
算

測
バ
郵

唇

側

於
脾
律

衡
捧

震

い
劉

貯
感

想
藩
κ
ボ

肇

糾

κ
酎

カ

コ

も

し

を

も

あ

た

マ

へ

も

當
金

に
も
視
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
法
人
の
配
當
金
の
み
に
就

い
て
見
れ
ば
、
二
重
に
課
す
る
ε
.い
ふ
嫌
が
な

い
で

は
な

い
.
故
に
其
二
重

に
課
せ
ら
れ
る
部
分
は
多
少
斟
酌

し
て
視
牽
を
軽
く
す

る
の
が
公
卒
で
あ
る
。

む

む

む

　

　

の

.

此
理
論
は
極
め
て
明
白
で
あ
る
が
、
我
国
に
て
は
久

し
く
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
蕾
所
得
税
法
は
所
謂
源
泉
課

税
法

の
理
論
に
依

っ
て
、
法
人
に
所
得
税
を
課
し
て
法
人
よ
り
受
く
る
配
當
金
賞
與
金
等
に
勤
し
て
は
偶
人
に
視

む

む

こ

つ

む

む

む

む
コ

す
る
所
が
な
か
っ
た
。
所
が
大
正
九
年
の
所
得
視
法
改
正
案
は
法
人
に
留
保
所
得
税
超
過
所
得
税
を
課
し
、
配
當

所
得

に
謝
し
て
は
之
を
受
一
る
個
人
に
課
す
る
ご
ざ
Σ
し
て
あ

っ
た
。
暴
れ
浜
人
に
も
個
人
に
も
両
方
に
課
す

る

ざ
云
ふ
論
理
を
探

っ
た
の
で
あ
る
、
但
し
配
當
所
得
に
饗
し
て
は
、
個
人
に
課
し
て
法
人
に
課
せ
な

い
ご
い
ふ
論

理
を
探

つ
π
の
で
あ
る
。

、所

が
此
個
人
の
受
一

べ
き
配
管
金
を
他

の
所
得

に
綜
合
し
て
課
す

る
.こ
ε
に
就
て
は
激
し
き
反
封
論
が
起
b
、

衆
議
院
に
於
て
は
、
配
賞
金
の
二
割
を
控
除
す

る
の
案
を
具
し
た
が
、
貴
族
院

に
於

て
は
更
に
配
當
金

の
四
割
を
控

除
す

る
こ
ご
、
修
正
し
π
の
で
あ
る
、
暴
れ
は
何

ε
云

っ
て
も
株
式
所
有
者
の
負
措
を
輕
減
せ
ん
ε
し
た
も
の
に

相
違
な
い
、
株
式
所
有
者
は
現
代
に
於
け
る
資
産
家
で
あ
る
、
現
代
に
於
け
る
資
産
家
は
貴
族
院
に
多
く
の
代
表

者
を
持

っ
て
居

る
の
で
あ
る
か
ら
、
貴
族
院
が
此

の
」如

き
修
正
を
な
し
た
る
は
、
明
に
自
己
の
負
搭
を
輕
う
し
て
、

論

叢
.

我
所
得
税
定
普
湿
の
原
則
.

第
十
三
巻

(第
六
號

　
七
)

七
九
九



瓢㎜

盤
凧

我
所
狙冨
税
こ
蹴
日溜
闇の
原
則

麟即十
一二
施な

(鵡夘
占ハ號

一
八
)

入
O
O

其

負
憺

を
他

の
階

級

に
韓

憧
ん

ε
し
把
も

の

ε
見

る
こ

ε
が
出

赤

る
。
所
謂
逋

税
闘
争

で
あ
る
。

然

る
に
配
當
金

の
四
割
天
引

き
は
、
所
得

税

の
散

人
豫
算

じ
著
し

き
減
少

を
来
す

こ
ご

、
な

る
か
ら

、
之
を
補

む

ロ

む

ロ

む

　

ふ
爲
め
に
別

に
配
當
所
得
税
を
起
し
、

没
入
が
配
當
を
な
さ
穿
る
に
先
ち
て

之
に

祝
す
る
こ
ε
＼
し
た
の
で

あ

る
、
そ
こ
で
人
或

は
綜
合
課
税
主
義

に
徹
底
せ
な

い
で
、
源
泉
課
税
主
義
を
加
味
す
る
も
の
ε
し
て
激
し
く
批
難

し
た
の
で
あ
る
。

へ

　

へ

も

　

　

し

ゑ

　

ら

も

も

ハ

ヘ

セ

も

へ

も

マ

し

　

ヤ

も

立
法
當
時

の
曲
折
は
以
上
の
如
弍
で
あ
る
が
、
所
得
税
法
の
解
　桿
は
必
ず
し
も
此
曲
折
に
擦

る
の
要
が
な

い
。

、

、

へ

馬

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ザ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

寧
ろ
前
陳
の
理
由

に
依
り
、
法
人
に
も
配
當
を
受
く
る
個
人
に
も
課
す

る
ε

い
ふ
理
論
を
探

っ
て
解
禅
す

べ
き
で

、

W

、

、

、

■

、

・

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

■

、

、

、

、

、

、

、

、

、
.

.

、

、

、

、

、

、

ト

、

、

、

、

あ
る
、
帥
ち
法
人
の
配
當
所
得
税
は
法
人
の
所
得
に
封
ず

る
視
で
あ

っ
て
、
個
人
課
税
の
便
宜
注
ざ
し
て
の
源
泉

セ

へ

し

ミ

ぬ

も

モ

へ

も

コ

も

あ

ヘ

ヤ

セ

も

も

ヘ

ヵ

モ

ロ

で

マ

マ

ぬ

も

マ

へ

も

も

つ

も

も

も

も

ら

も

ヵ

ヘ

や

し

課
税

`
見

る

べ
き
で
な

い
、
之

に
反

し
て
配

當
金

井

に
賞

典
金

0、
課

税
は
個
人
所
得
税
を

形
く

る
も
の
で
あ

る
。

.

■

」

.

二

法
人
所
得
税

ざ
普
遍
原
則

瞥
利
法
人
は
前
述

べ
た
る
理
由
に
因
り
個
人
ご
同
様

に
所
得
税
を
納
め
ね
ば
な
ら
譲
が
、
智
利
法
人
の
間

に
就

て
い
へ
ば
、
我
領
土
権
の
範
園
内

に
あ

っ
て
智
利
業
に
從

へ
る
も
の
は
、
遺
漏
な
く
悉
く
視
せ

ら

れ

ね

ば
な
ら

漁
、
是
れ
普
遍
原
則
の
適
用
よ
り
當
然
に
結
論
を
下
し
得

る
こ
ε
で
め
る
。
從
て
個
人
所
得
税

に
就

て
述

べ
陀
る

こ
ご
が
此
塵
に
適
用

せ
ら
れ
る
こ
ε
ε
な
る
の
で
あ
る
。

「



個
人
所
得
視
は
内
地
に
住
所
を
有
し
又
は

一
年
以
上
居
所
を
有
す
る
者
に
課
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
ご
同
様

に
法
人
所
得
税
も
内
地
に
本
店
火
は
主
た
る
事
務
.所
を
有
す

る
法
人
に
祝
す

る
こ
ε

、
な
る
澤
で
あ
る
。
所

で
丙

　

　

　

　

地
に
本
店
叉
は
主
だ
る
事
務
所
を
有
す

る
法
人
は
取
b
も
直
さ
す
内
国
法
人
で
あ
る
、
之
に
樹
し
て
外
國
に
本
店

叉
は
主
た
る
事
務
所
を

41
す

る
法
人
を
外
国
法
人
ε
い
ひ
、
殖
民
地

に
本
店
叉
は
主
湿
る
事
務
所
を
有
す
る
法
人

も

　

も

や

セ

も

も

や

エ

へ

あ

へ

も

へ

た

り

へ

っ

へ

を
殖
民
地
法
人
ご
い
ふ
、
此
用
語
を
借

っ
て
説
明
す
れ
ば
、
法
人
所
得
税
は
内
国
法
人
に
課
す

べ
き
で
、
外
國
注

カ

も

へ

も

も

ヤ

ヤ

ヨ

モ

や

も

も

ネ

マ

も

ヘ

ヤ

ゆ

ち

み

へ

も

も

も

も

人
#
に
殖
民
地
法
人
に
課
す

べ
き
で
な

い
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
。

我
国
の
所
得
税
法
に
於
て
は
此
理
に
依
り
内
地
法
人
に
課
す

る
こ
ε
を
圭

ξ
し
て
居
る
、
内
地
法
人
税
ご
し
て

は
超
過
所
得
税
、
留
保
所
得
税
、
配
當
所
得
税
、
清
算
所
得
税
を
課
す

る
こ
ε
Σ
な

っ
て
み
る
。

　

　

　

　

庭
で
外
國
法
人
に
就
て
考
ふ
る
に
、外
国
法
人
が
外
囲
に
於
て
資
産
を
有

し
謄
業
を
駕
し
、
そ
れ
よ
り
所
得
を
得

ロ

む

む

む

　

　

て
居
る
場
合

に
は
、
我
視
擢
は
之
に
劃
し
て
何
等
交
渉
を
有
せ
な
い
諜
で
あ
る
が
、
.外
國
法
人
が
我
園
内
に
於
て

り

　

　

む

む

む

む

む

　

む

ほ

の

　

　

む

　

　

む

つ

　

む

　

資
産
を
有
し
管
楽
を
瞥
み
之
に
依

っ
て
所
得
を
得
て
居

る
場
合
に
は
、我
領
土
主
権
は
之
に
及
ぶ
こ
ξ
が
出
來
、
從

て
之
に
枕
す

る
こ
ε
が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
阻
.
此
論
理
は
個
人
所
得
税
の
場
合
ご
異
る
所
が
な

い
。

我
国
の
所
得
税
法
及
殖
民
地

の
所
得
税
令
も
此
理
に
依
り
外
國
法
人

に
封
し
、
視
法
施
行
地
若
く
は
税
令
施
行

地

に
於
け
る
資
産
叉
は
螢
業
よ
り
生
す
る
所
得

に
…罰
し
。
班
謂
外
國
法
人
所
得
税
を
課

し
て
み
る
。
(噺
儲
挽
轍
難
陥
僻

鷲
肛欝
蟹
徽
難
鷺
鵯
離
開
)

論

叢

我
所
得
税

ε
普
遍

の
原
則

第
十
三
巻

(第
六
號

一
九
)

入
O

一

」

.

`



r

論

叢

我
所
得
税
ε
話甘
遍
の
.原
則

第
ナ
一二
巻

(第
⊥ハ號

一
一〇
)

八
Q
一一

外
國

注
入

の
所
得

は
其
幾

何
が
配
當

に
當

り
幾

何

が
積

み
立

て
ら

れ

る
か
を
詳

に
す

る

こ
ε
が
出

來

阻
、
故

に

留
保
所
得

税
ε

か
配
當
所
得

税

ご
か
を
課
す

る
に
由

な

い
、
從

て
外

國
法
人
所
得
税

は
配
當

に
先
ち

て

一
骸

こ
し

て
挽
す

る
よ
り
外
な

い
、
所

謂
源

泉
課
税
を
探

る
こ

ご

N
な

る
鐸
で
あ

る
。

外
国

法
人
が
、
我
国

四
叉
は
璽

灘

に
於
で
公
債

、

肚
債

.
銀

艀
定
期

預
金

の
利
子

の
支

佛
を
受
け
叉

は
内
國

法

も

人
井

に
璽

灘
法
人

よ
り
配
賞

金
を
受

一

る
場
合

に
は
第

二
種
所
得
税
を
納

め
ね

ば
な
ら

澱
。
暴
れ

亦
個

人

の
場

合

ε
異

る
所

が
な

い
(所
得
税
法
三
傑
、
三
際
、
墓
潜
所
得
税
令
二
條
、
三
篠
)

　

り

の

り

　

次

に
殖

民
地

法
人

に
就

て
考

ふ

尉
に
、
内
地

法
人

こ
の
灌

衡
上
之

ε
同
じ
嫌

の
税

を
課
せ
ね
ば

な
ら

楓
、
若

し

之

を
外

囲
注
入

に
準

じ
て
、
前

に
述

べ
た

る
外

囲
法

人
税
を
課
す

る
に
止

め
る

窪
き
は
、
内

地
法

人
は
其
本
店

叉

は
主
た

る
事
務
厨
を
殖
民
地

に
移

し
て
、
殖
民
地

注

入

ご
な
り

、
以
て
内
地

法
人
税

を
免

れ

る
に
至
ら

う
。
そ

こ

で
朝
鮮

、
塁

濁
、
關
東
州

、
樺
太

等
は
各
所
得
税
令

に
依

っ
て
内

地
の
法
人
所
得
椀

ご
始
ご
同
じ
内
容

を
有
す

る

法
人
所
得

税
を
課
す

る
こ

ご
に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

是
等
所
得

視
注
井

に
所

得
税
令
を
合

せ
て
考

ふ
る

に
、
結
果

に
於

て
は
、
我

所
得

桃
浜

が
内
地

ご
殖

民
地

ε
に

亘

っ
て

一
般
に
行

は

れ
て
る

る
ε
同
じ

こ
ご
に
な

る

、
而

し
て
其
納

税
地
は
各

法
人
が
其

本
店

を
有
し
叉
は
主

た

る
事
務
所

を
有
す

る
地

こ
な

る
の
で

あ

る
、
今
場

合

を

分

っ
て
之
を
説

明
せ
ん

に
、

う

の
む
　
む
　
む
む
　

む
む
む

　
　　
ほ
　
む
む
　

つ
ゆ

む
む
む
　
む
む
り
じ

む
む

　
む
の
　
　
　
　

　
む
む
じ

1
殖

民
地

法
人

が
内

地

に
於
て
資

産
又
は
暫
業

に

依

っ
て
生
す

る
所

得
を
有

し
叉
は
内
地

注
入

よ
り
配
常
会
を

o
蟹
o

。
。
o
。

、
.

受

く

る
場
合

に
は
、

所

得
税
法

の
み
よ
り
諭

す
れ
ば

、

外
囲

法
人
所
得
税
井

に
第

二
種

の

所
得

税
を
課
す
.る

こ

「

ε
に
止

め
ね
ば
な
ら

函
が
、

そ
れ
で
は
前
述

べ
た
弊
が
起

る
許
b
で
な
く
、

此
外
囲
法
人
所
得
税
を
課
せ
ら
れ



陀

上
、

殖
民
地
所
得

税
令

に
依
り

て
。

留
保
所
得
税

、

配
嘗
所

得
挽
、

超

過
所
得

税

の
中

に
て
課

せ
ら
れ
二

重

税

ε
な

る
虞

が
あ

る
、
.そ

こ
で
所

得
税

法

の
施

行

に
關
す

る
法

(大
正
九
年
七
月
三
+
一
日
法
律
第
+
二
號

は
此

の
如

き
場

ら

ヘ

ヤ

あ

へ

あ

ヘ

ヤ

ヤ

や

あ

も

コ

カ

ヤ

へ

も

し

合

に
は
内
地

所
得

税
を
課

せ
な

い
こ
ε
》
定

め
て
み

る
(第
二
條
)。
而

し

て
其

内
地

に
於

け
る
資
産

叉
は
襲
業

に
依

っ
て
生
す

る
所
得
井

に
内
地

法
人
よ
り
受
く

る
配
當

金
は
、
殖
民
地

に
於

て
得

べ
き
所
得

ε
綜
合

し
て
殖
民
地

に

於

て
之

に
税
す

る
こ

ざ
」
な

っ
て
み
る
。

む

む

　

り

　

む

む

む

む

　

　

　

　

む

　

む

む

む

　

む

　

　

　

む

サ

む

む

む

　

　

む

つ

　

む

　

　

　

　

　

　

　
む

2
内
地
法
人
が
殖
民
地

に
於
け
る
資
産
叉
は
鞍
業
よ
り
所
得
牟
得
叉
は
殖
民
地
法
人
よ
り
配
當
金
を
受
く
る
場

。
艇
Q

・

合

に
は
前
の
場
合
ご
同
じ
論
理
に
依
り
、
殖
残
地

に
於
て
税
せ
な

い
で
、
内
地
の
法
人
所
得
に
綜
合
し
て
課
す

る

の
で
あ
る
。

、

む

む

　

む

む

む

む

む

む

　

む

む

　

　

む

む

む

以
上
は
留
保
所
得
税
配

當
所
得

税

に
適
用

せ
ら

れ

る
こ
ε
で
あ

る
が
、
叉
同
時

に
超
過
所
得
税

に
も
適
用

せ
ら

れ

る
の
で
あ

る
、
即
ち
超
過
所
得

税
も
内
地

限
り
若

く
は
殖
民
地

限

り

の
所

得

ざ
資
本

ご
に
依

っ
て
計
算

せ
ら

れ

す
綜
合
所

得

ε
綜
合
資

本

`
に
依

っ
て
計
算
す

る
こ

ε
Σ
な

る
の
で
あ

る
(所
得
税
法
の
施
行
に
閲
す
ろ
法
第
二
像
、
朝
鮮
所

得
税
令
二
條
、
墓
濁
所
得
税
令
二
條
、
十
九
條
、
二
†
條
、
關
東
洲
所
得
税
令
二
條
・
樺
太
所
得
税
令
二
條
)。

之
を
要
す

る
に
、

法
人
所
得

税

に
關

し
て
は
内
地

ご
殖
民
地

ε
に
於

て
統

一
し
て
課

税
せ
ら
れ

る
こ

ご
に
な

っ

て

み
る
、
厨
謂
普
遍

の
原

則

の
要
求
を
充

た
し

て
み

る
ε
謂

ふ
こ
ε
が
出
家

る
。

第
四

普
遍
の
原
則
の
例
外

・

所
得

税

に
就

て
普
遍

の
原

則
の
行

は
れ
て
る

る
こ

芭
は
前
述

べ
π
通
り
で
あ

ろ
が

、
街
多

少

の
例
外

が
認

め
ら

論

糟
取

我
肱川得
船
脚ε
並
肚漏
嚇の
個昂…則

第
十
【二
巻

(第
山ハ號

二
[)

八
Q
一二

'



論

叢

我
所
得
税
ε
普
遍
の
原
則

第
十
三
巻

(第
六
號

二
二
)

入
〇
四

れ
て
る

る
、
そ
れ
は
租
税
主
禮

に
関
す

る
例

外

ε
租

税
客
膿

に
關
す

る
例
外

ε
で
あ

る
。

、

一

租
税
圭

禮

に
關
す

る
例
外
.

、

租

税
主
禮

に
關
す

る
例
外

は
、
皇

室

ε

一
定

の
公

法
人

で
め
る
。

ラ

　
　

1
皇

室
の
所
得

に
甥

し

て
は
所
得
税

が
課

せ
ら
れ

て
み
な

い
、

こ
れ
は
皇
室

に
謝
す

る
敵
艦

に
外

な
ち

漁
、
併

(
し
法
文

ε
し

て
は
、
振

る

べ
き
規
定

恕
見
出
す

こ
ε

が
出

来
諏
。

そ
れ

が
故

に
所

得
税

法
の
改
正

に
際

し
て
問
題

　

が
起

つ
た
、
從
來
の
所
得
税
法
は
株
式
配
欝
金

に
謝
し
源
泉
課
税
方
法
に
依

っ
て
課
し
だ
か
ら
問
題
は
起
ら
な
か

っ
た
が
、
改
正
所
得
税
法
は
株
式
配
當
を
第
三
種
所
得
に
綜
合
し
て
課
税
す
る
こ
ε
に
な

っ
た
の
で
、
皇
室
の
得
.

ら

る
べ
き
配
當
所
得
に
税
す

べ
き
か
、
否
か
の
問
題
が
起

っ
た
の
で
あ
る
、
解
弾
ご
し
て
は
之
に
課
税
せ
阻
こ
ご

に
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
明
丈
を
以
て
規
定
し
在
方
が
更

に
良
か

っ
だ
で
あ
ら
う
、
既
に
關
税
定
率
法
に
於

て
明

衣
を
以
で
御
料
品
に
視
せ
な

い
こ
ε
を
規
定
し
て
み
る
例
が
あ
る
、
宜
し
く
之
に
徴

ふ
べ
き
で
あ
る
。

ラ
　
　
　

2
公
法
人
共
地
公
共
の
職
分
を
遜
行
ず
る
も
の
ざ
せ
ら
れ
て
る
る
も

の
に
所
得
税
を
冠
す

る
は
正
常
で
あ
6
。

(
我
所
得
視
法
に
於
て
は
、
北
海
道
府
縣
郡
市
町
村
其
他
命
令
を
以
て
指
定
す
る
公
共
團
禮

に
は
之
を
課

せ
臆
こ
ご

》
な

っ
て
み
る
(第
+
七
條
冨

一一

租
税
客
膿
に
閲
す

る
例
外

.

朋
得
税
の
客
艦

に
關
す
る
例
外
は
天
芝
を
客
艦
の
質
に
閲
す
る
例
外
ご
客
禮
の
量
に
關
す
る
例
外

こ
す

る
こ
ど

「



が
出
家

る
。

ラー
所
得
税
客
禮

の
質

に
関

し
て
は

、
種

々
の
例

外
が

認

め
ら

れ
て
め

る
。

(

む
　

む

む

む

　

　

　

　

　

　

む

　

　

む

つ

む

む

む

　

第

一
に
瞥
利

に
騒

せ
ざ

る

〒
時

の
所
得

を
免
税

し
て
あ

る

(所
得
税
法
+
八
條
五
號
)、
-是

れ
は
所

得
を
以

て
年

々
歳

々
繰

り
返
.
へ
し

つ
》
這

入

っ
て
乗

る
牧
人

ξ
す

る
が
薦

め
で
あ

っ
て
、
所
得
税

立
法

の

一
圭
義

で
あ
る
。

ロ
　
　

　
む
む
　
じ
む
　
む
　

　
　
　
　
　

　
　
　

む
む

ロ
む

ラ

第

二
に
捲

視
力
を
有

せ
ざ
る
も
の

ご
し

て
免
税

し
て

あ

る
も

の
が

め

る
、

イ
扶
助
料

及
傷

痍
疾
病
者

の
恩
給
叉

ラ

ラ

は
退
隠
料
、

ロ
族

費
學
資

及
法
定
扶
養
料

、

ハ
乗
馬
を

有
す

る
義
務

あ

る
軍
人

が
政
府

よ
り
受

く
る
馬
糧
繋
畜

料

(

(

及
馬

匹
保
綾
料
等

の
如
き
そ

れ
で
あ

る
。

　

む

む

　

　

む

む

む

　

　

む

む

む

む

ロ

　

む

む

　

　

第
三
に
経
済
政
策
の
結
果
ε
し
て
之
を
発
す
る
も
の
が
あ
る
、
郵
便
貯
金
、
産
業
組
合
貯
金
、
及
銀
行
貯
蓄
預

金

の
利
子

(所
得
婁

+
八
條
四
號
)
、
貯
蓄

債
券
法

に
依

っ
て
獲

行
ず

る
貯
蓄

債
券

の
利
子

(明
治
三
+
八
年
二
月
法
律
第
+
九

號
)
、
勅
令
を

以
て
指
定
し
た

る
重
要

物
産

の
製
造
業
を

瞥

む
者

の
業
務

よ
り
生
ず

る
所

得

(開
業
・古
り
三
ヶ
年
間
免
税
、

所
得
税
法
+
九
條
)。
製
鐵

業
の
所

得
}(製
鐵
業
の
奨
助
法
第
二
條
)
の
如

き
そ
れ
で
あ

る
。

　

む

ロ

む

む

む

　

　

む

む

む

つ

む

　

む

　

　

　

　

　

第

四
に
他

の
財

政

々
策

の
結
果

で
之
を
冠
す

る
も

の
が
あ

る
、
国
債

の
利

子

に
封
ず

る
も

の
は
即
ち

そ
れ
で
あ

る
、
此
政
策

は
日
露
戦
役
當
時
軍
備

補
充

の
矯

め
、
及

臨
時

事
件
費
支
辨

の
爲
め
、
明
治

一二
十
七
年

以
降
政
府

の

獲
行
ず

る
国
債

に
適
用

せ
ら

れ
し
が

(明
瀞
三
+
入
牢
法
律
第
+
九
號
)、
明
治

四
十

二
年
以
降
紹

て
の
国
債
に
適
用
す

る

こ
ε
玉
な

つ
艶
気
明
治
四
+
二
華
三
月
法
律
七
號
圃
債
の
利
子
所
得
税
免
除
に
關
す
る
件
)。

是
等

の
所
得
税

免
除

の
中
第

一
、
第

二
は
、
議

論

の
飲
地

の
な

い
も

の
で
あ

る
が
、
第

三
、
第
四

に
至

っ
て
は

論

濫取

我
所
侶冨
脱
ぐ㌧血
目肩遍
の
百
鋤則

第
十
-一二
血石

〔蜷
押山ハ號

二
=;

八
〇
五

h

,



へ

論

叢

我
所
得
税
こ
普
遍
の
原
則

第
十
三
巻

(第
六
號

二
四
)

八
〇
六

纏
濟

政
策

、
財

政

々
策

そ
の
も

の
が
良

い
か
悪

い
か
ε

い
ふ
こ
ε
に
依

っ
て
賛
否
を
定

め
ね
ば
な
ら

諏
も

の
で
あ

る
。

之
を
所
得
税

の
立
場

よ
り
見

賎
ば
、
却

て
不

公
卒

の
結
果

を
生
す

る
こ
ε
が
無

い
で
も
な

い
、
殊

に
公
債

利

子
所
得
税
免

除

の
如

き
そ
れ
で
あ

る
。

ラ

ド

む
　

　

2

所
得

税
客
盟

の
量

に
關
す

る
例
外

は
、
所
得
税

の
免

税
黙

の

こ
ざ
に
締
す

る
、
而

し
て
免

税
黙
は
個
人
所

(
得
税

に
於

て
意
義

を
有

し
て
み
る
、
所

得
税
法

に
依
れ

ば
八
百
圓

に
満
た

ざ
る
ご
き

に
之
を
発
す

る

(所
得
税
法
二
+

條
)
こ
ざ

＼
な

っ
て
み

る
、

こ
れ
は
最

低
生
活

費
を

免

税
す

る
趣
旨

よ
り

出
て
來

て
る

る
も
.の

で
、
之
を
是
認

せ

ね
ば
な
ら

縄
、
若

し
夫

れ
肚

會
政
策

の
見
地

よ
り
す

れ

ば
、
免
税
黙

は
術

高

め
て
も
然

る

べ
き

で
あ

る
ε
思

ふ
。

結

論

我
國
の
所
得
税
は
、
火
燈

に
於

て
普
遍
原
則
の
要
求
を
満
た
し
て
み
る
が
、
侮
十
分
で
な
い
所

が
あ
る
、
其
内

,地
ざ
墓
濁

ε
に
個
人
所
得
税
を
設
け
、
新
鮮
、
關
東
州
、
樺
太

に
之
を
鉄
一
が
如
き
、
國
債

の
利
子
所
得
税
を
免

除
す
る
が
如
導
、
地
方
債
肚
債
銀
行
定
期
預
金
の
利
子
は
内
地
及
毫
湾
に
於
て
支
佛
は
れ
る
も
の
だ
け
之
を
個
入

所
得
に
綜
合
せ
な

い
で
税
せ
ら
れ
、
朝
鮮
、
樺
太
、
關
東
川
井
に
外
囲
に
於
て
支
拙
ば
る
、
も
の
は
、
共
地

し
住

す
る
者
が
之
を
受
く
る
場
合
に
は
視
せ
ら
れ
諏
が
、
内
地
若
く
は
出塁
灘
に
住
す

る
.者
が
之
を
受

く
る
場
合
に
は
個

人
所
得
に
綜
合
し
て
税
せ
ら
れ
る
が
如
き
、
そ
の
著
し
き
例
で
あ
る
。
是
等
は
將
家
必
す
敗
勢
ね
ば
な
ら
澱
も
の

、

で
あ
る
。

、


